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地
方
自
治
体
に
お
け
る
平
和
と
の
向
き
合
い
方 

―
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
平
和
事
業
を
事
例
に
― 

総
合
政
策
学
部
二
年 

三
上
尚
美 

  

は
じ
め
に 

 

一
、
藤
沢
と
戦
争 

 

二
、
藤
沢
市
の
平
和
事
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か 

 

三
、
平
和
事
業
の
現
在 

 

お
わ
り
に 

 

は
じ
め
に 

 

戦
争
を
学
ぶ
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。 

 

私
は
中
学
二
年
生
の
と
き
、
琉
球
大
学
名
誉
教
授
の
高
嶋
伸
欣
先
生
か
ら
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
小
学
生
が
使
用
す
る
歴
史
の
教
科
書
を
頂
い
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
と
き
初
め

て
、
日
本
が
か
つ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
占
領
し
た
過
去
を

知
っ
た
。
そ
の
衝
撃
が
、
ず
っ
と
私
の
な
か
に
存
在
し
つ
づ
け
、
先
の
疑
問
が
問
題
意

識
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。 

 

全
国
各
地
の
平
和
学
習
を
み
る
と
、
地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
方
に
違
い
が
み
ら
れ

る
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
激
し
い
地
上
戦
を
経
験
し
、
今
も
基
地
問
題
を
抱
え
る

沖
縄
は
、
平
和
事
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
沖

縄
で
育
っ
た
知
人
に
話
を
き
く
と
、
「
平
和
学
習
で
は
た
だ
、
戦
争
は
い
け
な
い
、
と

い
う
主
張
を
き
か
さ
れ
続
け
る
だ
け
で
、
実
際
に
自
分
で
戦
争
を
考
え
る
学
び
で
は
な

い
か
ら
、結
局
、戦
争
が
悪
い
の
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
」と
話
す
人
も
複
数
人
い
た
。

そ
こ
か
ら
私
は
、
地
方
公
共
団
体
が
提
供
す
る
平
和
学
習
が
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の

戦
争
と
の
向
き
合
い
方
に
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
公
教

育
だ
け
で
な
く
、
地
方
自
治
体
が
住
民
一
般
に
提
供
す
る
、
戦
争
・
平
和
に
触
れ
る
機

会=

平
和
事
業
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
地
方
自
治
体
の
平
和
事
業
は
始
ま
る
の
か
。
こ
の
問
い
を
明
ら

か
に
す
る
最
初
の
事
例
と
し
て
、神
奈
川
県
藤
沢
市
を
選
択
す
る
。そ
の
き
っ
か
け
は
、

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
だ
。
一
九
年
間
、
藤
沢
で
生
活
し
て
き
た
な
か

で
、
周
囲
の
大
人
に
戦
争
の
話
を
聞
い
て
も
「
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な

い
」
と
答
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
「
藤
沢
は
戦
争
被
害
も
な
く
、
平
和
教
育
も

盛
ん
で
な
い
場
所
」
と
勝
手
に
認
識
し
て
き
た
。
し
か
し
、
藤
沢
市
で
は
毎
年
、
選
抜

さ
れ
た
小
中
学
生
を
広
島
・
長
崎
に
派
遣
す
る
な
ど
平
和
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
「
平

和
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
映
画
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
単
発
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
一
。

そ
の
理
由
は
、
私
の
知
識
不
足
、
も
し
く
は
市
民
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
藤

沢
に
も
な
に
か
戦
争
の
傷
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
本
稿
で
は
、
①
戦
後
、
「
戦
争
」
「
平
和
」
を
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
神
奈
川
県
藤

沢
市
が
、
な
ぜ
一
九
八
二
年
に
突
如
、
「
非
核
」
を
訴
え
る
平
和
事
業
を
は
じ
め
た
の

か
、
②
な
ぜ
全
国
の
自
治
体
の
非
核
運
動
の
先
駆
け
、
か
つ
、
中
心
の
一
自
治
体
に
な
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っ
た
の
か
の
二
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
藤
沢
市
の
平
和
事
業
の
現
状
を

み
つ
め
、
藤
沢
市
を
事
例
と
し
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
平
和
事
業
の
今
後
の
展
望
を

議
論
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。 

 

本
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も
解
き
明
か
し
て
こ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
藤
沢
市
の
平
和
事

業
の
起
源
を
考
察
し
た
点
で
大
き
な
意
義
を
持
ち
、
今
後
の
藤
沢
市
の
平
和
事
業
の
議

論
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
自
治
体
の
平
和
事
業
を
議
論
す
る

一
つ
の
材
料
に
な
り
う
る
点
で
、
意
義
深
い
も
の
だ
と
考
え
る
。 

 

一
、
藤
沢
と
戦
争 

 
 
 

（
１
）
公
教
育
に
み
る
「
戦
争
」
「
平
和
」
の
位
置
づ
け 

 

神
奈
川
県
藤
沢
市
は
、
相
模
湾
に
面
し
た
人
口
約
四
一
万
人
規
模
の
都
市
で
あ
る
。

明
治
時
代
に
「
藤
沢
宿
」
と
し
て
発
展
し
、
戦
後
は
高
度
経
済
成
長
の
な
か
、
周
辺
の

横
浜
市
や
京
浜
地
帯
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。
私
は
ず
っ
と
こ
こ
で
育
っ
て
き
た
が
、

先
生
個
人
で
な
く
学
校
と
し
て
、
戦
争
教
育
を
与
え
ら
れ
た
記
憶
が
な
い
。
し
か
し
そ

れ
は
私
の
認
識
で
し
か
な
い
の
で
、
ま
ず
、
戦
後
の
藤
沢
の
公
教
育
に
お
け
る
「
戦
争
」

「
平
和
」
を
調
べ
た
。 

 

終
戦
後
し
ば
ら
く
は
、食
糧
難
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
よ
る
教
育
の
変
化
に
加
え
、

町
村
長
の
戦
争
責
任
を
問
う
声
が
出
る
な
ど
、
市
政
も
市
民
に
も
混
乱
が
あ
っ
た
二
。

当
時
の
学
校
教
育
に
藤
沢
市
独
自
の
教
育
方
針
は
特
に
見
受
け
ら
れ
な
い
。
戦
中
か
ら

人
口
増
加
に
伴
い
、
二
つ
の
小
学
校
の
新
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
三
、
終
戦
を
迎
え

さ
ら
に
人
口
が
増
加
し
、
中
学
校
の
併
置
も
進
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
開
校
・
改
築
事

業
の
続
き
（
国
民
学
校
の
設
置
）
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
先
決
と
さ
れ
た
四

。
そ
の
た

め
、
全
国
に
公
布
さ
れ
た
教
育
基
本
法
と
は
別
に
、
藤
沢
市
独
自
の
教
育
指
針
が
示
さ

れ
る
の
は
、
二
部
授
業
が
停
止
さ
れ
た
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
度
に
入
っ
て
か
ら

と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
五
。 

 

同
年
二
月
二
五
日
、
第
一
回
藤
沢
市
教
育
目
標
設
定
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
「
藤
沢

市
教
育
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
」
は
、
六
月
二
六
日
に
議
会
へ
提
出
さ
れ
、
即
日
、
原

案
ど
お
り
可
決
、
制
定
さ
れ
た
六
。 

 

<

資
料
一 

藤
沢
市
教
育
目
標
よ
り
抜
粋> 

「
教
育
は
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
、
平
和
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、

真
理
と
正
義
を
愛
し
、(

中
略)

、
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
に
あ
る
」 

 

わ
れ
わ
れ
は
、(

中
略)

、
こ
の
目
的
の
達
成
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ

に
藤
沢
市
の
産
業
、
経
済
、
文
化
、
観
光
各
般
の
情
勢
を
分
析
し
、
総
合
し
て
、
藤
沢

市
民
の
育
成
の
た
め
、
こ
の
目
標
を
設
定
す
る
。 

 

（
中
略
） 

（
１
）
平
和
を
愛
し
、
国
際
的
な
人
と
な
る
。 

  

こ
こ
で
初
め
て
藤
沢
市
が
「
平
和
教
育
」
を
う
た
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由

は
前
文
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
教
育
目
標
が
第
一
に
教
育
基
本
法
に
よ
る
こ
と
と
し
て
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い
る
か
ら
「
平
和
」
を
条
件
に
組
み
込
ん
だ
と
考
察
で
き
る
。
こ
の
教
育
目
標
が
用
い

ら
れ
た 
一
九
五
九
年
度
の
「
藤
沢
市
小
中
学
校
努
力
点
」
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）

年
の
「
藤
沢
市
教
育
委
員
会
訓
令
乙
第
一
号
」
に
は
、
道
徳
教
育
に
重
点
を
お
く
こ
と

が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
や
戦
争
教
育
に
関
す
る
記
述
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
藤
沢
市
が
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
郷
土
史
を
教
え
て
き
た
の
か
を
、

社
会
科
資
料
集
「
ふ
じ
さ
わ
」
か
ら
探
る
こ
と
に
し
た
七
。
こ
れ
は
、
例
年
、
藤
沢
市

立
小
学
校
に
通
う
三
、
四
年
生
が
使
用
す
る
も
の
で
、
藤
沢
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
出

版
さ
れ
、
現
職
の
教
諭
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
作
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
集
自
体
の
変
遷
が

書
か
れ
た
も
の
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
確
認
さ
れ
る
う
ち
最
も
古
い
も
の
で
一
九

七
五
年
三
月
発
行
と
み
ら
れ
、以
降
、一
年
ま
た
は
三
年
お
き
に
不
定
期
に
編
纂
さ
れ
、

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
か
ら
は
毎
年
必
ず
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
度
々
編
纂
さ
れ
る

も
、
内
容
は
大
き
く
変
更
さ
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
後
半
の
一
ペ
ー
ジ
内
に
み
ら
れ
る
「
お
じ
い
さ
ん
の
話
」
と
い
う
囲
み

部
分
に
着
目
す
る
と
、
興
味
深
い
変
化
が
み
ら
れ
る
。
発
行
当
初
は
「
お
じ
い
さ
ん
の

話
」
と
し
て
、
明
治
時
代
の
始
ま
り
の
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
次
に
関
東
大
震
災

（
家
屋
倒
壊
、
津
波
、
地
殻
変
動
と
、
主
要
作
物
の
さ
つ
ま
い
も
に
大
き
な
被
害
が
あ

っ
た
）
の
話
八
、
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
戦
中
の
写
真
二
、
三
枚
が
、
特
に
説
明
な
く
掲
載

さ
れ
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
、
児
童
の
年
代
に
合
わ
せ
て
、
「
お

じ
い
さ
ん
の
話
」
が
戦
争
の
話
に
変
更
さ
れ
た
。
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
版
の
指

導
書
に
は
、
明
治
末
期
に
親
戚
が
朝
鮮
人
と
間
違
わ
れ
て
竹
槍
で
つ
き
さ
さ
れ
た
と
い

う
市
民
の
体
験
談
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
授
業
で
戦
時
中
の
藤
沢
の
話
が
扱
わ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
と
予
想
で
き
る
が
、
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
度
版
で
は
、
戦
時
中
の
こ

と
は
、
わ
ず
か
一
ペ
ー
ジ
分
し
か
書
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
一
四
年

版
以
降
は
、
戦
争
の
記
述
だ
け
で
な
く
、
昭
和
時
代
の
項
目
「
む
か
し
の
く
ら
し
」
自

体
が
削
除
さ
れ
、
い
ま
の
身
近
な
藤
沢
を
勉
強
す
る
タ
イ
プ
に
な
っ
た
。 

 

以
上
か
ら
、
戦
後
七
〇
年
間
、
特
に
平
成
以
降
、
藤
沢
市
は
学
校
教
育
に
お
い
て
、

平
和
教
育
を
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

後
世
に
藤
沢
を
語
る
う
え
で
戦
争
が
重
要
で
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
、
近
代

都
市
と
し
て
発
展
し
、
小
学
校
か
ら
受
験
勉
強
タ
イ
プ
の
学
習
が
求
め
ら
れ
る
地
域
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
九
。 

  
 
 

（
２
）
藤
沢
の
戦
争 

 

で
は
、
戦
時
中
の
藤
沢
は
、
語
ら
れ
る
価
値
が
な
い
ほ
ど
に
、
本
当
に
戦
争
と
無
縁

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
地
域
の
戦
争
を
考
え
た
と
き
、
最
初
に
浮
か
ぶ
空
襲
被

害
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
神
奈
川
県
下
の
空
襲
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
一

月
二
四
日
の
横
須
賀
地
方
を
は
じ
め
と
し
、
翌
年
八
月
一
五
日
の
小
田
原
ま
で
と
さ
れ

て
い
る
が
、
軍
需
施
設
が
多
数
存
在
す
る
湘
南
地
域
も
空
襲
を
受
け
た
。
特
に
、
一
九

四
五
年
七
月
一
六
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
の
平
塚
空
襲
は
、
同
じ
湘
南
地
域
で
、
東

京
大
空
襲
の
約
三
六
万
本
よ
り
も
多
い
約
四
四
万
七
千
本
の
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
る
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大
規
模
な
も
の
だ
っ
た
一
〇
。一
方
、藤
沢
市
内
の
空
襲
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
九
四
五
年
二
月
一
六
日
か
ら
一
七
日
の
米
海
軍
機
動
部
隊
に
よ
る
関
東
全
域
の
軍

需
工
場
に
対
す
る
空
襲
と
、
同
年
七
月
三
〇
日
に
住
友
特
殊
製
鋼
本
社
工
場
が
機
銃
掃

射
と
爆
撃
を
受
け
、
従
業
員
五
名
が
犠
牲
と
な
っ
た
空
襲
の
二
つ
の
み
で
あ
り
、
後
者

が
藤
沢
市
に
お
け
る
最
大
規
模
の
空
襲
と
い
わ
れ
て
い
る
一
一
。 

 

藤
沢
は
県
内
の
他
地
域
と
比
べ
て
戦
争
被
害
が
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
藤
沢
に

は
、
海
軍
藤
沢
飛
行
隊
お
よ
び
藤
沢
飛
行
場
、
日
本
精
工
の
工
場
、
海
軍
電
測
学
校
な

ど
が
存
在
し
た
た
め
、
大
空
襲
の
標
的
と
な
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
っ
た
。
実
際
は
一

九
四
五
年
八
月
一
五
日
に
終
戦
を
迎
え
た
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
三

月
一
日
発
動
予
定
の
コ
ロ
ネ
ッ
ト
作
戦
の
主
上
陸
地
点
に
想
定
さ
れ
た
の
は
湘
南
海

岸
で
あ
り
一
二

、
戦
争
が
長
引
い
て
い
れ
ば
、
沖
縄
と
同
じ
く
本
土
決
戦
の
場
と
な
っ
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。
第
五
三
軍
司
令
官
・
赤
柴
八
重
蔵
中
将
は
、
米
軍
の
侵
攻
を
相

模
湾
正
面
と
推
測
し
、
戦
争
末
期
に
は
湘
南
海
岸
に
汀
線
陣
地
が
配
備
さ
れ
た
。
し
か

し
、い
ま
で
は
陣
地
が
あ
っ
た
様
子
な
ど
想
像
で
き
な
い
。な
ぜ
な
ら
藤
沢
は
、戦
後
、

商
業
・
工
業
・
住
宅
都
市
と
し
て
急
速
に
発
展
し
た
た
め
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
戦
跡

も
部
分
的
で
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は
誤
っ
て
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た

も
の
も
あ
る
一
三
。 

 

と
は
い
え
、
地
域
の
戦
争=

空
襲
被
害
と
は
限
ら
な
い
。
藤
沢
か
ら
出
兵
し
た
戦
没

者
は
一
三
九
五
名
い
る
が
、
山
梨
県
に
本
部
を
お
く
甲
府
連
隊
の
志
願
所
が
藤
沢
に
お

か
れ
た
た
め
、多
く
が
そ
こ
に
志
願
し
、東
南
ア
ジ
ア
の
第
一
線
へ
向
か
っ
た
。他
に
、

一
九
四
五
年
三
月
一
七
日
（
日
本
軍
の
組
織
的
抵
抗
が
終
わ
っ
た
と
さ
れ
る
日
）
に
硫

黄
島
で
八
人
が
玉
砕
、
一
〇
人
が
沖
縄
戦
で
戦
死
す
る
な
ど
、
激
戦
地
に
送
ら
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
湘
南
地
域
で
は
京
浜
地
区
か
ら
数
多
く
の
疎
開
児
童
を
迎
え
入
れ
て
お

り
、
藤
沢
市
で
は
九
五
二
名
の
児
童
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
一
四
。 

 

表一 戦没者概数と藤沢の出征兵士の戦没者概数 

 

地域 全国の戦没者概数 藤沢市出身 

フィリピン 518,000 371 

中国(東北部、ノモンハン含) 711,100 281 

ミャンマー 137,000 86 

インドネシア 31,400 85 

ニューギニア 127,600(東部) 83 

沖縄一 186,500 26 

ロシア(モンゴル含) 54,400 28 

硫黄島 21,900 8 

 

厚生労働省『戦没者慰霊事業のお知らせ』および、 

藤沢市文書館提供の戦没者データを参考に筆者作成。 
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以
上
の
よ
う
に
、
藤
沢
に
も
戦
争
に
よ
る
混
乱
は
色
濃
く
出
て
お
り
、
決
し
て
戦
争

と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
無
縁
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
の
は
、
知
る
機
会
が
少
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
、
藤
沢
の
戦
争
は
学
校

教
育
に
お
け
る
郷
土
史
か
ら
省
か
れ
た
。
戦
争
を
語
る
遺
跡
と
い
え
ば
、
現
在
の
い

す
ゞ
自
動
車
工
場
や
聖
園
女
学
院
の
敷
地
内
に
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
普
段
み
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
寺
社
に
置
か
れ
た
町
内
の
戦
没
者
の
名
を
刻
ん
だ
碑
く
ら
い
し
か
な

い
。
他
に
、
藤
沢
市
を
代
表
す
る
観
光
地
、
江
ノ
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
旧
展
望
灯

台
（
老
朽
化
の
た
め
二
〇
〇
二
年
に
建
て
替
え
ら
れ
た
）
は
、
も
と
も
と
二
子
玉
川
で

兵
士
の
訓
練
等
に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
よ
み
う
り
落
下
傘
塔
」
が
転
用
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
一
五
。
一
九
五
〇
年
の
灯
台
建
設
当
初
の
名
称
は
、
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
払
拭
と
平
和

祈
念
の
思
い
か
ら
「
平
和
塔
」
で
あ
っ
た
が
、
開
業
か
ら
二
年
後
に
は
「
江
の
島
展
望

塔
」
に
改
称
さ
れ
、
戦
争
や
平
和
を
意
識
さ
せ
る
建
物
に
は
な
ら
な
か
っ
た
一
六
。
さ
ら

に
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
藤
沢
市
は
平
和
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
藤
沢

の
戦
争
は
語
ら
れ
ず
、
原
爆
と
「
非
核
」
に
重
点
を
お
い
た
内
容
が
語
ら
れ
る
。
以
上

か
ら
、
市
市
か
ら
市
民
に
対
し
、
地
元
の
戦
争
と
向
き
合
う
機
会
は
、
ほ
ぼ
与
え
ら
れ

て
い
な
い
と
捉
え
ら
れ
る
。 

    

二
、
藤
沢
市
の
平
和
事
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か 

 
 
 

（
１
）
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
に
至
っ
た
経
緯 

 

一
般
に
平
和
事
業
が
盛
ん
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
広
島
、
長
崎
は
原
爆
、
沖
縄
は
地
上

戦
と
、
多
く
の
住
民
の
共
通
の
戦
争
体
験
を
基
盤
に
、
平
和
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

で
は
、
藤
沢
市
の
よ
う
に
、
地
元
の
戦
争
体
験
が
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
場
所
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
平
和
事
業
が
始
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
加
え
て
、
な
ぜ
原
爆

と
直
接
関
係
の
な
い
藤
沢
市
の
平
和
事
業
で
は
原
爆
と
非
核
が
語
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。 

 

藤
沢
市
の
平
和
事
業
の
記
録
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）

年
六
月
二
一
日
の
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
機
に
、
突
然
、
平
和
事
業
が
始
め

ら
れ
た
よ
う
だ
。
次
が
、
そ
の
宣
言
で
あ
る
。 

「
わ
が
国
は
世
界
唯
一
の
核
被
爆
国
で
あ
り
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
は

全
国
民
共
通
の
願
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
地
球
上
に
は
多
く
の
核
兵
器
が
貯

え
ら
れ
、
人
類
の
生
存
に
深
刻
な
脅
威
を
与
え
て
い
る
。
藤
沢
市
は
、
日
本
国
憲
法

の
精
神
に
基
づ
く
国
の
平
和
と
安
全
こ
そ
が
、
地
方
自
治
の
根
本
的
条
件
で
あ
る
こ

と
に
か
ん
が
み
、
非
核
三
原
則
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
軍
縮
を
全
世
界
に
訴
え
、
こ
の
人
類
共
通
の
大
義
に
向
か
っ
て
不
断
の
努
力
を

続
け
る
核
兵
器
廃
絶
の
平
和
都
市
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
一
七 

 

こ
の
よ
う
に
、
核
兵
器
廃
絶
や
非
核
三
原
則
の
遵
守
な
ど
を
求
め
る
内
容
の
自
治

体
宣
言
は
、
一
般
に
「
非
核
宣
言
」
と
呼
ば
れ
、
核
兵
器
廃
絶
や
非
核
三
原
則
の
遵
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守
な
ど
を
求
め
る
内
容
の
自
治
体
宣
言
や
議
会
決
議
を
行
っ
た
自
治
体
は
「
非
核
宣

言
自
治
体
」
と
呼
ば
れ
る
一
八
。
日
本
で
最
初
の
非
核
宣
言
は
、
一
九
五
八
（
昭
和
三

三
）
年
六
月
の
愛
知
県
半
田
市
に
よ
る
宣
言
と
み
ら
れ
る
が
一
九
、
全
国
的
に
非
核
宣

言
が
広
が
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
で
あ
る
。非
核
協
は
、そ
の
理
由
と
し
て
、

一
九
八
〇
年
、
冷
戦
で
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
市
が
非
核
宣
言
を
行
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
非
核
自

治
体
が
増
え
、
そ
の
流
れ
が
日
本
に
も
や
っ
て
き
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
二
〇

。 

 

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
点
は
、
原
爆
に
脅
か
さ
れ
た
こ
と
や
原
発
も
な
い
藤
沢
市
の

平
和
事
業
に
お
い
て
、
な
ぜ
「
非
核
」
の
平
和
宣
言
か
ら
取
り
組
ま
れ
始
め
た
の
か

で
あ
る
。
当
時
の
藤
沢
市
長
・
葉
山
峻
は
非
核
宣
言
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
二
一
。 

「
一
九
八
〇
年
初
頭
か
ら
欧
州
で
は
、
各
地
で
反
核
運
動
が
大
規
模
に
行
わ
れ
て
、

ま
さ
に
市
民
に
よ
る
国
際
的
な
反
核
パ
ワ
ー
が
、
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
日

本
で
も
、
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
向
け
て
、
国
民
的
な
署
名
運
動
が
起
こ
り

ま
し
た
が
、
日
本
の
自
治
体
の
非
核
宣
言
も
、
そ
う
し
た
気
運
の
中
で
生
ま
れ
て
い

っ
た
二
二

と
、い
え
る
と
思
い
ま
す
。藤
沢
で
も
市
民
か
ら
非
核
宣
言
を
し
て
ほ
し
い
、

と
運
動
が
あ
り
、
一
九
八
二
年
六
月
に
藤
沢
市
は
非
核
宣
言
を
し
ま
し
た
。」
二
三 

 

で
は
、
実
際
に
藤
沢
市
内
で
は
、
ど
の
よ
う
な
運
動
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

一

九
八
〇
年
前
後
の
藤
沢
の
反
核
運
動
の
記
録
は
、
現
段
階
の
調
査
で
は
み
つ
か
っ
て

い
な
い
も
の
の
、
反
基
地
運
動
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
表
二
に
あ
る
よ
う
に
、

非
核
宣
言
を
す
る
前
に
、
市
内
で
米
軍
機
の
事
故
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
市
民
運
動
の

き
っ
か
け
に
な
り
う
る
。
尚
、
こ
れ
ら
事
例
に
対
し
、
藤
沢
市
が
在
日
米
軍
司
令
官

西
太
平
洋
艦
隊
航
空
司
令
部
司
令
官
に
「
米
海
軍
艦
載
機
等
の
飛
来
を
中
止
せ
よ
」

と
抗
議
文
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
は
葉
山
が
自
民
党
所
属
だ
っ
た
ら
で
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
二
四
。 

               

表二 藤沢市における米軍機の事故 
 
1979 年  2月 22 日 ヘリコプターが用田に不時着 
1982 年  2月 13 日 ジェット機部品が辻堂東海岸付近の住宅密集地域に落下 
1984 年 10 月 17 日 ヘリコプターが片瀬5丁目に墜落 

 
藤沢市 市長室 企画政策担当『ふじさわ発 1991 宇宙船地球号 平和ブック』 

1991 年、42-43 頁を参考に筆者作成。 
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藤
沢
市
に
お
い
て
、
反
基
地
運
動
が
反
核
運
動
へ
続
い
た
き
っ
か
け
と
し
て
、
次

の
出
来
事
が
考
え
ら
れ
る
。
藤
沢
市
と
海
岸
線
で
結
ば
れ
る
横
須
賀
市
で
、
一
九
七

三
（
昭
和
四
八
）
年
一
〇
月
五
日
（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
）、
ア
メ
リ
カ
海
軍
横
須
賀
基

地
に
、
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
入
港
が
あ
り
、
反
戦
意
識
を
背
景
に
、
母
港
化
反
対

の
市
民
運
動
が
起
こ
っ
た
二
五
。藤
沢
の
非
核
宣
言
の
前
年
、一
九
八
一（
昭
和
五
六
）

年
に
は
、
核
搭
載
疑
惑
の
な
か
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
が
横
須
賀
基
地
に
寄
港
す
る
こ
と

と
な
り
、
反
対
デ
モ
が
起
こ
っ
た
二
六

。
こ
の
時
期
に
、
海
で
繋
が
る
藤
沢
市
民
が
、

反
核
を
唱
え
る
の
は
自
然
の
流
れ
に
思
う
。 

 

葉
山
市
政
下
の
平
和
事
業
の
一
つ
に
、
一
九
八
七
年
か
ら
「
基
地
巡
り
バ
ス
ツ
ア

ー
」
と
称
し
、
横
須
賀
海
軍
基
地
、
厚
木
飛
行
場
、
上
瀬
谷
通
信
施
設
な
ど
を
巡
る

イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
行
わ
れ
た
。
加
え
て
、
前
掲
の
平
和
ブ
ッ
ク
に
は
、「
藤
沢
市
は
こ

れ
ら
の
基
地
と
、
は
だ
を
す
り
寄
せ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
ツ
ア
ー
で

し
た
」
と
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
藤
沢
市
の
平
和
事
業
が
近
隣
の
米
軍
基
地

を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
以
上
よ
り
、
反
基
地
の
思
い
が
平
和
事
業
を
始

め
る
理
由
と
な
り
、
反
基
地
の
延
長
で
生
じ
た
反
核
が
平
和
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
た
と
考
察
で
き
る
。 

  
 
 

（
２
）
葉
山
峻
と
平
和
事
業 

 

前
節
で
述
べ
た
藤
沢
市
の
平
和
事
業
は
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
九
）
年
に
結
成
さ

れ
た
全
国
の
非
核
自
治
体
の
連
帯
組
織
で
あ
る
非
核
自
治
体
協
議
会
（
以
下
、
非
核

協
）
の
な
か
で
、
中
心
的
存
在
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
、「
戦
争
」「
平
和
」
を
こ
れ
ま

で
重
視
し
て
こ
な
か
っ
た
藤
沢
市
が
、
突
然
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
平
和
事
業
に
力
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
に
、
葉
山
個
人
の
革
新
系
の
思
想

が
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
る
。 

 

結
成
か
ら
二
年
後
の
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
に
は
非
核
協
会
長
に
就
任
し
た

葉
山
だ
が
、
彼
は
非
核
協
の
結
成
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
以
下
は
、
非
核
協
結

成
に
関
す
る
葉
山
の
証
言
で
あ
る
。 

「
こ
の
連
絡
協
議
会
は
、
一
九
八
二
年
五
月
府
中
町
で
行
わ
れ
た
非
核
宣
言
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
て
、
一
九
八
四
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。」
二
七
「
八

月
の
原
爆
記
念
日
を
前
に
し
て
、
府
中
町
で
当
時
の
山
田
町
長
の
呼
び
か
け
で
、
非

核
自
治
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
の
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
日
の
座
長
の
日
野
市
長

さ
ん
や
私
も
、
そ
の
と
き
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
に
集
ま
っ
た
市
町
村
は
わ
ず
か
九
つ
で
し
た
。」
二
八 

 

非
核
協
の
前
身
と
な
っ
た
一
九
八
二
年
の
非
核
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
集
ま
っ
た

九
つ
の
自
治
体
と
は
、
広
島
県
府
中
町
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
、
川
崎
市
、
東
京
都
武

蔵
野
市
、
日
野
市
、
愛
知
県
津
島
市
、
佐
屋
町
、
沖
縄
県
読
谷
村
、
北
中
城
村
で
あ

る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
、
な
ぜ
集
ま
っ
た
の
が
こ
の
九
自
治
体
で
あ
っ
た
の

か
、
及
び
、
こ
の
う
ち
な
ぜ
一
つ
が
藤
沢
市
、
も
し
く
は
市
長
で
あ
る
葉
山
自
身
だ

っ
た
の
か
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
交
え
て
、
葉
山
は
他
の
雑
誌
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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「
…
非
核
宣
言
を
し
た
自
治
体
が
ひ
と
つ
集
ま
ろ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
、

府
中
町
長
が
呼
び
か
け
て
一
九
八
二
年
八
月
五
日
の
夏
に
広
島
県
府
中
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
全
国
か
ら
九
自
治
体
一
八
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
核
時
代

に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
役
割
」
で
し
て
非
核
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
核

兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣
言
を
呼
び
か
け
る
共
同
声
明
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
毎
年
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
一
九
八
四
年
に
非
核
都
市
自
治
体
連
絡
協
議
会
と

名
称
を
変
え
…
」
二
九 

 

し
か
し
、こ
れ
は「
な
ぜ
こ
の
九
自
治
体
な
の
か
」と
い
う
答
え
に
は
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
葉
山
の
説
明
は
、
誤
り
が
あ
る
。
非
核
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
一
九
八
二
年
八
月
五
日
、
参
加
し
た
九
団
体
の
一
つ
で
あ
る
東
京

都
日
野
市
の
「
日
野
市
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
都
市
宣
言
」
は
、
こ
の
年
の
一
〇
月
八

日
に
決
議
、
お
よ
び
宣
言
さ
れ
て
お
り
、
開
催
時
は
ま
だ
宣
言
し
て
い
な
い
三
〇

。
第

二
に
、
一
九
八
二
年
八
月
ま
で
に
非
核
宣
言
を
し
た
自
治
体
は
、
少
な
く
と
も
二
県

三
四
市
町
村
存
在
す
る
三
一
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
自
治
体
も
誘
っ
た
け
れ
ど
都
合
が
悪

く
、
こ
の
九
自
治
体
だ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
呼
び
か
け

人
で
あ
る
広
島
県
府
中
町
の
町
長
は
、
ま
ず
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
た
め
非
核
兵
器

の
考
え
に
き
っ
と
賛
同
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
広
島
県
内
の
周
り
の
自
治
体
に
呼
び

か
け
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
九
自
治
体
の
う
ち
広
島
県
内
の

自
治
体
は
一
つ
も
な
く
、
離
れ
た
関
東
や
沖
縄
か
ら
呼
ん
で
い
る
。 

 

同
年
六
月
に
、
広
島
市
長
・
荒
木
武
が
「
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の
都
市
連
帯
推

進
計
画
」
を
提
唱
し
、
そ
れ
が
現
在
の
平
和
首
長
会
議
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
を
築
い
た
三
二

。

広
島
県
内
の
市
町
村
で
、
府
中
町
の
次
に
非
核
宣
言
を
す
る
の
は
、
一
九
八
四
年
一

〇
二
月
、
福
山
市
と
府
中
市
で
あ
る
。
日
野
市
の
例
か
ら
、
「
八
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
ま
で
に
宣
言
を
し
て
い
る
」
は
、
呼
び
か
け
の
絶
対
条
件
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

府
中
町
長
は
、
は
じ
め
に
福
山
市
、
府
中
市
な
ど
の
広
島
県
内
の
自
治
体
、
そ
し
て

広
島
市
長
に
呼
び
か
け
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
原
爆
被
害

を
受
け
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
非
核
宣
言
し
た
自
治
体
と
話
す
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
二
〇
〇
九
（
平
成

二
一
）
年
の
中
國
新
聞
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
記
事
に
お
い
て
、
当

時
の
町
長
、
山
田
機
平
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
宣
言
は
一
九
八
二
年
三
月
二
五
日
。
町
議
会
の
全
会
一
致
を
得
た
。
し
か
し
、
基
に

な
っ
た
の
は
住
民
か
ら
の
要
望
だ
。
広
島
市
に
隣
り
合
う
府
中
町
は
、
広
島
の
街
に
働

き
に
で
る
多
く
の
住
民
が
被
爆
し
た
。
町
内
に
も
多
く
の
被
爆
者
が
逃
れ
て
き
て
命
を

落
と
し
た
。
そ
の
一
方
で
続
い
た
世
界
の
核
軍
拡
競
争
。
住
民
の
危
機
感
が
宣
言
の
背

景
に
あ
っ
た
。 

 

（
中
略) 

「
町
を
『
非
核
地
域
』
と
す
る
」
。
府
中
町
の
宣
言
は
こ
う
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

非
核
宣
言
の
自
治
体
が
日
本
全
土
を
覆
え
ば
、
被
爆
国
と
し
て
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
る
。
戦
争
を
す
る
の
は
国
家
だ
が
、
犠
牲
に
な
る
の
は
住
民
。
そ
の
視
点
を
忘

れ
ず
、
住
民
の
安
全
を
守
る
自
治
体
か
ら
、
非
核
に
向
け
た
声
と
行
動
を
発
信
し
続
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け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
三
三 

 
確
か
に
山
田
は
、
府
中
町
の
住
民
も
被
爆
し
た
こ
と
に
触
れ
、
非
核
宣
言
の
地
域

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
非
核
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
一
九

八
二
年
当
時
、
非
核
宣
言
を
掲
げ
て
い
る
自
治
体
は
県
内
に
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

同
時
期
に
隣
の
広
島
市
も
戦
争
の
な
い
世
界
の
た
め
に
動
き
出
し
て
い
た
の
な
ら
、

ま
ず
広
島
県
内
で
非
核
宣
言
の
自
治
体
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
構
想
の
方
が
、
賛

同
も
得
ら
れ
や
す
く
、
活
動
も
し
や
す
い
こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き
た
だ
ろ
う
。 

 

非
核
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
集
ま
っ
た
九
つ
の
自
治
体
に
は
、
あ
る
共
通
点
が
見

出
せ
る
。
そ
れ
は
、
九
つ
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
藤
沢
市
を
含
む
四
つ
の
自
治
体
の

市
長
̶
葉
山
、
伊
藤
三
郎
（
川
崎
市
）、
藤
元
政
信
（
武
蔵
野
市
）、
森
田
喜
美
男
（
日

野
市
）
̶
が
社
会
・
共
産
党
系
で
あ
る
と
い
う
点
だ
。
三
四 

 

つ
ま
り
、
非
核
協
の
母
体
と
な
っ
た
非
核
宣
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
社
会
・
共
産

党
系
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
葉
山
個
人
の
政
治
思

想
が
市
政
の
平
和
事
業
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

加
藤
哲
郎
『
日
本
の
社
会
主
義
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

「
原
水
爆
禁
止
に
賛
成
し
「
核
な
き
世
界
」
を
め
ざ
す
自
治
体
は
、「
非
核
平
和
都
市
」

と
名
乗
る
。
そ
の
「
非
核
平
和
宣
言
」
を
出
し
て
い
る
市
町
村
が
、
原
発
立
地
自
治
体

で
あ
っ
た
り
す
る
。
多
く
は
社
会
党
・
共
産
党
な
ど
社
会
主
義
を
め
ざ
す
革
新
勢
力
に

よ
っ
て
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。」
三
五 

「
戦
後
日
本
で
平
和
運
動
を
担
っ
て
来
た
中
心
に
は
、
社
会
主
義
を
め
ざ
す
政
治
勢
力
、

具
体
的
に
は
日
本
社
会
党(

現
在
の
社
会
民
主
党
の
前
身)

、
日
本
共
産
党
、
お
よ
び
そ
の

影
響
下
の
労
働
組
合
運
動
・
住
民
運
動
や
青
年
学
生
・
女
性
運
動
が
あ
っ
た
。
非
核
平

和
都
市
宣
言
の
広
が
り
も
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
革
新
勢
力
の
地
方
議
会
等
で
の
働
き
か
け

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ
で
保
守
勢
力
を
含
め
、
誰
も
が
反
対
で
き
な
い
論
理

で
宣
言
を
出
せ
た
の
は
、
そ
れ
が
核
兵
器
の
み
の
廃
絶
で
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー=

原
子
力
発

電
は
視
野
の
外
に
お
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。」
三
六 

 

以
上
か
ら
、
非
核
自
治
体
協
議
会
は
、
革
新
系
首
長
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
日
現
在
、
全
国
一
，
七
八

八
あ
る
自
治
体
の
う
ち
、
八
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
六
〇
四
の
自
治
体
が

非
核
宣
言
を
し
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
、非
核
協
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
の
は
一
九
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
一
三
自
治
体
で
あ
る
三
七
。
一
方
で
、
世
界
一
五
六
か
国
、
地
域

の
五
五
八
七
都
市
（
二
〇
一
三
年
四
月
一
日
現
在
）
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議
に

加
盟
し
て
い
る
国
内
自
治
体
は
一
，
三
〇
二
あ
る
三
八
。
非
核
兵
器
の
理
念
は
、
平
和

へ
の
希
求
と
し
て
普
遍
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
た
め
、
全
国
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
同
じ
理
想
の
も
と
に
あ
る
非
核
協
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

背
景
に
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
こ
こ
ま
で
の
話
だ
と
、
葉
山
は
な
ん
ら
か
の
政
治
的
優
位
性
の
た
め
に
革
新
系
に

所
属
し
、
平
和
事
業
を
手
段
と
し
て
利
用
し
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
そ
こ
で
、
以
降

で
は
、
葉
山
自
身
が
も
と
も
と
革
新
系
の
思
想
を
も
っ
て
政
治
家
の
道
に
進
ん
だ
こ
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と
を
述
べ
、
平
和
事
業
自
体
に
彼
が
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。 

    

 

父
・
葉
山
又
三
郎
は
、
藤
沢
市
鵠
沼
の
農
家
・
葉
山
家
一
三
代
目
の
又
兵
衛
と
、

現
鎌
倉
市
腰
越
の
村
長
を
し
て
い
た
上
田
家
の
五
女
・
フ
サ
の
間
に
生
ま
れ
た
。
当

時
、
農
村
の
鵠
沼
で
中
学
校
の
上
に
進
学
す
る
者
は
少
な
い
な
か
で
静
岡
高
校
に
進

学
、
そ
こ
の
社
会
科
学
研
究
会
で
共
産
主
義
思
想
を
持
つ
三
九
。
丁
度
そ
の
頃
、
天
皇

が
静
岡
市
に
行
幸
す
る
た
め
静
岡
市
で
左
翼
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
、
又
三
郎
も
検

挙
さ
れ
た
。
こ
れ
が
原
因
で
又
三
郎
は
静
岡
高
校
を
退
学
す
る
が
、
神
奈
川
に
戻
っ

た
の
ち
も
共
産
青
年
同
盟
の
活
動
を
続
け
た
四
〇
。 

 

母
・
冬
子
は
、
京
都
の
舞
鶴
で
金
物
商
を
営
む
村
上
家
に
生
ま
れ
る
が
、
家
計
が

貧
し
く
、
小
学
校
卒
業
後
、
大
阪
の
商
家
に
養
女
に
入
る
。
し
か
し
兄
弟
と
の
関
係

は
そ
の
後
も
続
い
た
四
一
。
梅
田
高
等
女
学
校
卒
業
と
同
時
に
上
京
、
東
京
女
子
大
に

進
学
。
当
時
の
他
の
女
子
大
学(

津
田
塾
、
女
子
医
専
、
日
本
女
子)

で
も
、
大
学
と

同
様
に
左
翼
グ
ル
ー
プ
の
運
動
が
発
生
し
た
が
、
自
由
主
義
教
育
に
徹
し
て
い
た
東

京
女
子
大
で
は
こ
れ
が
特
に
盛
ん
だ
っ
た
四
二
。
兄
を
真
似
て
三
木
清
に
師
事
し
て
マ

ル
ク
ス
を
学
ん
だ
冬
子
は
、
学
内
の
社
研
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
。 

 

つ
ま
り
、
葉
山
峻
の
両
親
は
出
会
う
前
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
発
に
共
産
主
義
運

動
を
し
て
い
た
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
五
月
一
日
、
長
男
と
し
て
、
後
に
藤
沢

市
長
と
な
る
葉
山
峻
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
は
工
場
を
経
営
し
、
戦
時
中
は
日
本
精
工

の
下
請
け
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
も
検
挙
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
四
三
。 

 

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
二
月
、
藤
沢
の
町
会
議
員
選
挙
に
又
三
郎
が
出
馬

し
、
一
位
当
選
を
果
た
す
四
四

。
一
九
四
〇
年
一
〇
月
、
藤
沢
市
は
近
隣
の
町
と
の
合

表三 葉山峻の略歴 
 

1933 葉山又三郎と冬子の長男として、藤沢市に生まれる 
1952 神奈川県立湘南高校卒業(入学時は湘南中学) 
1959 藤沢市議会議員に全国最年少で当選 
1960 早稲田大学文学部中退 
1972 藤沢市長に初当選(38歳)  
1996 結果、藤沢市長を 6期連続(第 11-17 代)で務め、退任 
2010 病死 

 
各葉山著作物の著者プロフィールを参考に筆者作成。 
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併
話
が
途
中
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、単
独
で
人
口
三
万
を
越
え
た
こ
と
を
機
に
、

一
〇
月
に
市
制
を
施
行
し
た
。
そ
し
て
丁
度
、
大
政
翼
賛
会
が
発
足
し
た
直
後
、
第

一
回
の
市
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
結
果
、
有
権
者
五
二
五
七
名
に
対
し
、
選
挙
指

導
組
織
・
愛
市
同
盟
の
推
薦
候
補
一
四
名
（
二
八
名
の
う
ち
半
数
が
辞
退
）、
非
推
薦

候
補
一
六
名
が
当
選
、
葉
山
は
非
推
薦
六
位
で
当
選
し
た
。 

 

又
三
郎
は
戦
後
も
市
議
会
議
員
を
続
け
、
一
九
四
八
年
四
月
の
市
長
選
挙
に
日
本

共
産
党
か
ら
立
候
補
す
る
も
一
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
得
票
率
で
負
け
、
一
九
五
〇

年
六
月
、
共
産
党
の
五
〇
年
問
題
で
又
三
郎
は
共
産
党
か
ら
追
放
さ
れ
る
。 

 

一
九
五
〇
年
一
〇
月
、
又
三
郎
が
亡
く
な
り
、
そ
の
思
い
を
受
け
継
い
だ
冬
子
が

翌
年
の
第
二
回
統
一
地
方
選
挙
に
出
馬
し
当
選
す
る
。
当
時
、
峻
は
一
七
歳
、
県
立

湘
南
高
校
で
青
共
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
石
原
慎
太
郎
も

所
属
し
て
い
た
と
い
う
四
五

。
葉
山
夫
妻
の
伝
記
に
は
、「
峻
は
終
戦
後
に
は
鵠
沼
小

学
校
に
い
た
が
、両
親
の
思
想
を
知
っ
て
、共
産
主
義
は
正
し
い
も
の
と
主
張
し
て
、

ク
ラ
ス
の
人
達
か
ら
総
殴
り
を
食
ら
っ
た
と
い
う
話
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
湘
南
高
校

で
は
す
で
に
青
共
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
た
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
思

想
は
抜
き
に
し
て
今
で
も
峻
を
支
え
る
力
に
な
っ
て
い
る
。」と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
る
四
六
。 

 

峻
の
戦
争
体
験
は
自
伝
に
は
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
家
族
を
戦
争
で
亡
く
し
た
わ
け

で
も
な
い(

戦
中
、峻
が
進
学
す
る
湘
南
中
学
の
学
生
た
ち
が
授
業
の
代
わ
り
に
勤
労

奉
仕
を
し
て
い
た
記
録
は
あ
る
四
七)

。そ
れ
で
も
平
和
事
業
に
強
い
や
る
気
を
持
っ
て

い
た
の
は
、
や
は
り
両
親
の
反
戦
思
想
を
引
き
継
い
だ
か
ら
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
後
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
一
月
に
冬
子
が
亡
く
な
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
今
度
は
、
二
五
歳
に
な
っ
て
被
選
挙
権
を
持
っ
た
ば
か
り
の
峻
が
議
員
に

立
候
補
し
、
全
国
最
年
少
で
当
選
と
な
っ
た
四
八
。 

 

以
上
よ
り
、
出
会
う
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
活
発
に
共
産
主
義
運
動
を
し
、
か
つ
戦

中
か
ら
藤
沢
市
政
に
関
与
し
て
き
た
両
親
に
よ
り
、
葉
山
峻
も
強
い
共
産
主
義
思
想

を
持
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
反
基
地
・
反
原
発
派
の
葉
山
に
と
っ
て
、
反
基
地
・
反

核
を
訴
え
る
藤
沢
市
の
平
和
事
業
は
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
突
如
は
じ
ま
っ
た
藤
沢
市
の
平
和
事
業
が
、
初
年
度
か
ら
そ
の
後
も
大
規

模
に
行
わ
れ
た
の
は
、
市
長
が
平
和
事
業
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
大
き
な
気
力
を

持
ち
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
る
。 

 

三
、
平
和
事
業
の
現
在 

 
 
 

（
１
）
葉
山
退
任
後
の
平
和
事
業 

 

前
二
章
か
ら
、
藤
沢
市
の
平
和
事
業
は
戦
争
の
歴
史
的
事
実
を
背
景
に
し
て
始
ま

っ
た
要
素
よ
り
も
、
自
治
体
同
士
の
交
流
や
国
際
情
勢
、
そ
し
て
葉
山
自
身
の
価
値

観
に
基
づ
く
市
長
の
方
針
に
よ
っ
て
取
り
組
み
始
め
ら
れ
た
要
素
が
強
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
本
章
で
は
、
葉
山
退
任
後
に
藤
沢
市
の
平
和
事
業
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し

て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
現
在
の
平
和
事
業
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

表
四
を
み
る
と
、
葉
山
退
任
後
も
新
し
く
長
崎
派
遣
を
始
め
る
、
広
島
派
遣
を
復
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活
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
衰
退
を
感
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
葉
山
市
政

時
代
は
表
五
の
Ａ
・
Ｂ
に
加
え
、
そ
の
年
度
だ
け
の
平
和
事
業(

市
民
の
集
い
、
映
画

上
映
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど)

は
、平
均
五
事
業
／
年
行
わ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
現
在
は
、
七
事
業
を
例
年
に
な
ら
っ
て
実
施
、
そ
の
年
限
り
の
イ
ベ
ン
ト
は
一

つ
、
も
し
く
は
無
し
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
加
え
て
、
市
民
全
員
に
向
け
た
ア

ピ
ー
ル
は
広
報
誌
へ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
掲
載
だ
け
で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
類
は
作
成
し

て
も
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
に
し
か
配
布
さ
れ
な
い
の
に
対
し
、
葉
山
市
政
時
代
は
、
憲

法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
藤
沢
市
内
の
戦
跡
マ
ッ
プ
、
平
和
バ
ッ
ジ
な
ど
様
々
な
媒
体
が

作
成
さ
れ
た
。
以
上
か
ら
、
藤
沢
市
の
平
和
事
業
は
、
葉
山
時
代
以
降
、
徐
々
に
活

気
を
失
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。 

 
 
 

         

表四 近年の藤沢市平和事業の内容 

 2009 年度 2010 2011 2012 2013 2014 

藤沢駅地下道の平和展 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

市民まつり(平和クイズ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

被爆体験講和会 ○（1回）      

学校巡回 戦争(被爆)体験講和会 
(上から、学校数・総生徒数) 

小 13 校 
中  3校 
3,267名 

小 7 
中 5 
2,450 

小 5 
中 3 
1,091 

小 7 
中 5 
2,039 

小 8 
中 4 
2,392 

小 8 
中 4 
1,697 

バスツアー(コース数) 2 2 3 3 3 2 

長崎派遣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

他自治体の平和実行委員との交流 茅ヶ崎    茅ヶ崎・鎌倉 茅ヶ崎・鎌倉 

親子記者・広島派遣事業   ○ ○ ○ ○ 

湘南・江ノ島会議  ○     

平和の灯モニュメント制作   ○    

宣言 30 周年記念事業    ○   

非核協30周年記念大会      ○ 

 

『藤沢市 平和の輪をひろげる実行委員会』2009～2014 年度分のリーフレットを参考に筆者作成。 
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葉
山
在
任
中
の
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
三
月
三
一
日
、
藤
沢
市
平
和
基
金
条
例

が
制
定
さ
れ
た
四
九
。
平
和
基
金
と
は
、
平
和
事
業
の
た
め
の
継
続
的
・
安
定
的
な
財

政
の
基
盤
づ
く
り
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
個
人
・
団
体
か
ら
の
寄
付
金
を
、
藤
沢
市

が
「
平
和
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
利
息
を
、
平
和
都
市
宣
言

推
進
の
た
め
に
市
か
ら
支
出
さ
れ
、
平
和
事
業
に
使
用
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。 

 

藤
沢
市
は
、
平
和
基
金
の
現
状
を
「
低
金
利
の
影
響
を
受
け
て
基
金
を
取
り
崩
し
、

平
和
事
業
を
行
っ
て
い
る
状
況
」と
説
明
し
て
い
る
五
〇
。し
か
し
、藤
沢
市
の
財
政
は
、

財
政
力
指
数
が
全
国
二
七
位
、
自
主
財
源
率
が
全
国
一
二
位
な
ど
、
比
較
的
潤
っ
て
い

る
方
で
あ
る
五
一
。
加
え
て
、
次
節
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
藤
沢
と
他
の
地
方
自
治
体
で

平
和
事
業
に
対
す
る
支
出
を
比
較
す
る
と
、
藤
沢
は
比
較
的
支
出
が
高
い
。
そ
れ
ら
の

事
実
か
ら
、
藤
沢
市
は
、
い
ま
の
平
和
事
業
の
支
出
を
抑
え
た
い
も
の
の
、
葉
山
時
代

に
築
か
れ
た
「
地
方
自
治
体
の
平
和
事
業
の
中
心
地
」
で
あ
る
が
た
め
に
、
平
和
事
業

に
多
額
の
支
出
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

  
 
 

（
２
）
藤
沢
市
の
平
和
事
業
の
反
省 

 

で
は
、
活
気
が
失
わ
れ
て
も
平
和
事
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、「
な
ぜ

活
気
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
か
」
を
考
察
す
る
。 

 
地
方
自
治
体
が
平
和
事
業
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
、
ど
れ
く
ら
い

の
規
模
で
行
う
こ
と
が
相
応
し
い
の
か
と
い
う
問
い
は
個
人
の
考
え
方
で
大
き
く
左

右
さ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
議
論
し
な
い
。
そ
し
て
、
平
和
事
業
の
活
気
が
な
く
な

表五 葉山市政後の藤沢市平和事業の内容 

 

A) 葉山市政のときに始まって続いているもの 
平和祈念の黙とう、藤沢駅地下道の平和展、平和基金の募集、平和の輪をひろげる実行委員会 
B) 葉山市政のときに始まって続かなかったもの 
憲法記念市民のつどい、10フィートフィルム巡回放映、広島平和ツアー、博物館建設準備、基地巡りバスツアー 
C) 葉山退任後、新しく初めた取り組み 
マルチメディア学習フォーラム(97-02)、被爆体験講和会(01-09)、長崎派遣事業(02-)、親子記者広島派遣(11-) 

 
『藤沢市 平和の輪をひろげる実行委員会』2009～2014 年度分のリーフレットを参考に筆者作成。 

     ＊はじめから継続が予定されていない記念事業などは、選択肢から除いた。 
     ＊A,B,C の内容は抜粋したもので全てを仕分けしている表ではない。 
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っ
た
こ
と
へ
対
し
て
、
善
し
悪
し
の
評
価
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
活
気

が
失
わ
れ
て
も
平
和
事
業
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
な
ぜ
活
気
が
失

わ
れ
て
い
っ
た
の
か
」
を
省
み
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

 

そ
の
原
因
は
、「
な
ぜ
藤
沢
で
、
非
核
を
語
る
の
か
」
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
葉
山
に
、「
な
ぜ
藤
沢
で
、
非
核
を
語
る
の
か
」
と

問
え
ば
、
例
え
ば
「
核
も
基
地
も
な
い
神
奈
川
県
の
た
め
の
一
歩
」
と
答
え
る
だ
ろ

う
。 

 

一
方
、
い
ま
の
藤
沢
の
平
和
事
業
に
、「
な
ぜ
藤
沢
で
」「
な
ぜ
非
核
」
を
問
う
て

も
、
答
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
和

事
業
に
つ
い
て
「
市
で
は
「
藤
沢
市
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
「
藤
沢
市
核
兵

器
廃
絶
平
和
推
進
の
基
本
に
関
す
る
条
例
」
の
趣
旨
を
広
く
周
知
し
、
理
解
を
深
め

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
お
り
五
二
、
葉

山
が
繰
り
返
し
主
張
し
て
き
た
「
市
民
の
安
全
・
健
康
・
福
祉
を
守
る
う
え
で
平
和

が
絶
対
条
件
で
、
市
は
そ
れ
に
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う
精
神
は
忘
れ
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
実
際
、
一
九
八
〇
年
前
後
の
よ
う
な
米
軍
基
地
の
大
き
な
事
故

も
藤
沢
で
は
起
き
て
い
な
い
し
、
同
年
代
の
核
へ
の
緊
張
感
も
、
い
ま
の
神
奈
川
県

に
は
な
い
。 

 

平
和
事
業
の
効
果
、と
い
う
も
の
は
長
年
続
け
な
け
れ
ば
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
か
、
平
和
基
金
設
立
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
平
和
事
業
の
意
義
が
語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
、
活
気
が
失
わ
れ
る
の
は
当
然
だ

ろ
う
。
平
和
事
業
の
意
義
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
て

き
た
平
和
ブ
ッ
ク
な
ど
を
み
れ
ば
書
い
て
あ
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
例
年
行
わ
れ
続

け
る
平
和
事
業
を
た
だ
実
施
し
て
い
く
こ
と
は
、
そ
の
変
遷
を
学
ば
ず
と
も
で
き
る

の
だ
。 

 

そ
も
そ
も
、葉
山
市
政
の
時
代
か
ら
、平
和
事
業
が
ど
れ
だ
け
行
政
に
携
わ
る
人
々

に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
葉
山
が
自
分
の
思
想
を
市
政
に
組
み
込

も
う
と
し
て
、
周
り
の
共
感
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ソ
連
ヤ
ル

タ
市
と
の
友
好
都
市
構
想
で
あ
る
。
葉
山
は
一
九
八
五
年
夏
、
非
核
協
の
活
動
と
し

て
ソ
連
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
平
和
の
集
い
に
参
加
し
た
後
、
ヤ
ル
タ
を

訪
れ
市
制
施
行
一
五
〇
周
年
式
典
に
参
加
し
た
。
以
降
、
翌
年
五
月
ヤ
ル
タ
市
訪
問

代
表
団
二
〇
人
が
藤
沢
市
を
訪
問
し
、
相
互
訪
問
に
よ
る
交
流
が
続
い
た
が
、
こ
れ

は
常
に
市
民
で
な
く
、
市
の
先
導
に
よ
り
行
わ
れ
た
五
三
。 

 

一
九
八
八
年
九
月
の
定
例
議
会
で
は
、
市
議
会
か
ら
葉
山
に
対
し
、「
ソ
連
と
の
関

係
に
つ
い
て
藤
沢
市
民
が
こ
ぞ
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
運
が
あ
る
の
か
」「
市

長
の
思
い
こ
み
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
だ
」
と
い
う
問
い
か

け
が
さ
れ
た
五
四
。
こ
れ
に
対
し
、
葉
山
は
同
議
会
に
お
い
て
、
ヤ
ル
タ
は
ソ
連
を
代

表
す
る
リ
ゾ
ー
ト
観
光
都
市
で
あ
る
か
ら
、
将
来
の
藤
沢
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
高
め
る

こ
と
に
繋
が
る
と
し
、
正
統
性
を
語
っ
た
。
そ
の
う
え
、
葉
山
は
在
任
中
の
著
書
で
、

「
ヤ
ル
タ
は
憧
れ
の
南
の
国
」「
ヤ
ル
タ
は
国
際
平
和
へ
の
起
点
」と
述
べ
て
い
る
五
五
。
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し
か
し
、
同
年
九
月
の
市
議
会
で
は
、
彼
が
私
的
訪
問
の
中
で
ヤ
ル
タ
と
核
廃
絶
、

平
和
推
進
に
関
す
る
覚
書
に
調
印
し
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
五
六
。 

 

最
終
的
に
、
ヤ
ル
タ
と
の
姉
妹
都
市
提
携
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
表
六
の
今
日
ま
で

藤
沢
市
は
五
つ
の
姉
妹
都
市
提
携
の
理
由
と
比
べ
て
み
て
も
、
景
観
や
自
然
状
況
に

関
す
る
類
似
点
も
な
け
れ
ば
、
葉
山
の
思
惑
の
う
ち
で
の
市
民
同
士
の
交
流
し
か
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヤ
ル
タ
と
の
姉
妹
都
市
構
想
は
葉
山
市
政
の
独
り

よ
が
り
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
平
和
事
業
も
葉
山
自
身
が
と
て

も
意
欲
的
で
主
導
し
て
き
た
が
、
当
時
か
ら
「
な
ぜ
そ
こ
ま
で
平
和
事
業
に
力
を
い

れ
る
の
か
」
と
疑
問
を
抱
く
人
々
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
平
和
事
業
は
、
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
と
い
う
普
遍
的
な
価

値
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
く
評
価
で
き
る
。
葉

山
市
政
の
と
き
よ
り
活
気
が
失
わ
れ
た
藤
沢
市
の
平
和
事
業
だ
が
、
全
国
的
に
み
る

と
現
在
も
平
和
事
業
は
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
葉
山
が
築
い
た
平
和
事
業
の
中
心
で

あ
る
一
自
治
体
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
表
七
か
ら
読
み
と
れ
る
以
下
三
点

か
ら
、
明
確
で
あ
る
。
①
藤
沢
市
の
平
和
事
業
を
、
県
内
の
非
核
協
会
員
の
自
治
体

と
比
べ
て
み
る
と
、
藤
沢
市
は
平
和
事
業
数
、
事
業
額
と
も
に
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
、
②
非
核
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
う
ち
、
藤
沢
と
同
じ
規
模
の
二
市
と
比
べ
て
、
事

業
数
は
少
な
い
が
、
事
業
額
は
倍
以
上
で
あ
る
、
③
藤
沢
と
同
じ
く
、
市
長
が
非
核

協
副
会
長
で
あ
る
自
治
体
の
な
か
で
、
同
じ
人
口
規
模
の
大
阪
府
枚
方
市
と
比
べ
る

と
、
事
業
数
は
枚
方
市
が
一
・
五
倍
以
上
上
回
っ
て
い
る
が
、
事
業
額
は
藤
沢
市
が

表六 藤沢市の姉妹都市 

提携年 都市名 提携のきっかけや理由 

1959 マイアミビーチ市 藤沢がもともと「東洋のマイアミ」と称されていたことによる。 

1961 長野県松本市 東洋のスイスと東洋のマイアミビーチが、日本の山と海を代表

する観光都市として提携を深めるため一。 

1981 昆明市（中国） 国家「義勇軍行進曲」作曲者・ニエアルが日本亡命中に鵠沼海

岸で事故死→戦後、藤沢市民が追悼 

1987 ウインザー市（カナダ） 国際美容師会議における市民とタンブリーニ氏の出会い 

→気候・文化・風土が似ていることから一 

2002 保寧市（韓国） 藤沢市スポーツ少年団の交流 

 
藤沢市ホームページ「姉妹・友好都市」最終閲覧日（二〇一六年一月九日） 
https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/kyoiku/bunka/toshikoryu/shimai/index.html 
を参考に筆者作成。 
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一
〇
〇
万
円
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
業
額
は
事
業
内
容
に
よ
っ
て
差
が
大
き

く
出
る
も
の
で
、
そ
れ
は
、
原
爆
遺
跡
の
整
備
な
ど
が
平
和
事
業
と
な
る
長
崎
市
の

事
業
費
が
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。 

 

藤
沢
市
の
平
和
事
業
が
市
民
を
は
じ
め
、
人
々
に
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
て
き
た

の
か
は
先
に
述
べ
た
ヤ
ル
タ
姉
妹
都
市
構
想
も
、
世
界
平
和
へ
寄
与
し
た
例
と
も
捉

え
ら
れ
る
。
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
一
〇
月
一
日
、
藤
沢
市
と
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
マ
イ
ア
ミ
ビ
ー
チ（
米
）・
昆
明（
中
）・
ウ
イ
ン
ザ
ー（
加
）、加
え
て
ヤ
ル
タ（
ソ
）

の
五
つ
の
都
市
が
、「
藤
沢
ア
ピ
ー
ル
」
に
合
意
し
た
五
七

。
藤
沢
ア
ピ
ー
ル
は
、
核

兵
器
廃
絶
と
環
境
保
全
に
つ
い
て
五
市
が
合
意
し
た
趣
旨
に
そ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
府
に
国
際
規
模
で
の
強
調
を
申
請
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
米
ソ
、
日
中
の
自
治

体
の
連
携
は
、
世
界
平
和
へ
の
一
歩
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

   

 
 

 

 

表七 藤沢市と非核協会員のH25年度平和事業比較 
 

選択理由 自治体名 人口（万
人） 

事業数 事業額（千円） 

 藤沢市 ４２ ８ ６,１１１ 

県内 
府中町シンポジウム参加 

川崎市 １４７ ５ ３,９２０ 

隣接 鎌倉市 １７ ５ １,２６５ 

非核協関東ブロック 町田市 ４２ １１ １,９７４ 

同じ程度の規模の都市 松戸市 ４８ １１ ３,１６０ 

非核協会長 長崎市 ４３ ２０ ３１６,９２２ 

非核協副会長 那覇市 ３２ １ １,３４２ 

(藤沢も副会長) 枚方市 ４１ １４ ５,２１７ 

 
日本非核自治体協議会ホームページ「H25年度平和事業(会員)」を主な参考とし、筆者作成。 

＊人口は四捨五入で表示 
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お
わ
り
に 

 
私
は
、
公
共
団
体
が
多
額
の
公
費
を
使
っ
て
行
う
事
業
に
対
し
、
そ
れ
を
主
導
す

る
人
々
が
ど
れ
だ
け
そ
の
事
業
の
重
要
性
や
信
念
を
持
っ
た
う
え
で
取
り
組
む
の
か
、

は
責
任
と
信
頼
の
た
め
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 

い
ま
藤
沢
市
の
平
和
事
業
を
担
っ
て
い
る
人
々
に
は
、
本
稿
に
述
べ
た
「
な
ぜ
藤

沢
市
は
平
和
事
業
を
始
め
た
の
か
」「
な
ぜ
非
核
を
重
視
す
る
の
か
」
を
考
え
て
み
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
と
き
、
第
三
章
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
が
平
和
事

業
を
行
う
必
要
性
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
議
論
よ
り
も
前
に
、
今
の
藤
沢
の
平
和
事

業
を
み
つ
め
て
も
ら
い
た
い
。
平
和
事
業
を
す
べ
き
か
、
平
和
事
業
の
効
果
を
み
る

か
、
は
個
人
の
考
え
方
で
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
唯
一
の
答
え
は
な
い
が
、
前

章
に
記
述
し
た
と
お
り
、
藤
沢
市
の
平
和
事
業
は
全
国
的
に
み
て
盛
ん
で
あ
る
と
評

価
で
き
る
。
そ
の
う
え
で
、
平
和
事
業
を
一
つ
の
事
業
と
し
て
捉
え
た
と
き
、
利
益

の
対
象
で
あ
る
市
民
に
対
す
る
自
治
体
の
責
任
を
持
っ
て
、
今
後
の
事
業
の
方
向
性

を
考
え
て
ほ
し
い
。 

 

今
後
、
藤
沢
市
が
平
和
事
業
を
続
け
て
い
く
の
な
ら
、「
ピ
ー
ス
・
フ
ロ
ム
・
フ
ジ

サ
ワ
」
五
八
と
い
う
言
葉
を
唱
え
る
の
な
ら
、「
ピ
ー
ス
・
フ
ロ
ム
・
フ
ジ
サ
ワ
」
の

価
値
を
語
れ
る
く
ら
い
に
見
出
し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
、「
今
後
は
藤
沢
の
戦
争
を
市

民
に
伝
え
る
こ
と
に
も
っ
と
力
を
入
れ
て
み
よ
う
、
そ
う
す
れ
ば
市
民
の
戦
争
・
平

和
へ
の
関
心
だ
け
で
な
く
藤
沢
へ
の
関
心
も
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
」、「
藤
沢
が
や

り
た
い
平
和
事
業
は
も
っ
と
少
な
い
お
金
で
も
っ
と
濃
い
内
容
に
で
き
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
議
論
が
さ
れ
て
こ
そ
「
ピ
ー
ス
・
フ
ロ
ム
・
フ
ジ
サ
ワ
」
に
意
義
が

生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
事
業
が
行
わ
れ
る
正
当
性
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

 

そ
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
平
和
事
業
を
行
う
か
。
現
在
の
仕
組
み
で
は
、
平
和

事
業
の
担
い
手
と
い
え
ば
、
市
の
平
和
国
際
課
と
市
民
に
よ
る
「
平
和
の
輪
を
ひ
ろ

げ
る
実
行
員
」
と
な
る
だ
ろ
う
。
既
に
、
行
政
と
市
民
が
共
に
平
和
事
業
を
考
え
る

た
め
の
機
会
が
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
次
は
、
立
候
補
で
委
員
に
な
っ
た
市
民

だ
け
で
な
く
、
平
和
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
市
民
の
意
見
を
き

い
て
み
る
こ
と
も
、
受
け
手
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
受
け
手

は
「
一
般
市
民
」
な
の
か
、「
子
ど
も
」
に
絞
る
の
か
。
語
り
手
は
ど
の
よ
う
な
立
場

な
の
か
。
現
状
の
平
和
事
業
を
み
つ
め
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
多
々
、
考
え
ら
れ

る
。 

 

七
〇
年
間
、
国
内
に
戦
争
が
な
か
っ
た
日
本
だ
が
、
そ
れ
が
永
遠
に
続
く
保
障
は

な
い
。
戦
争
の
な
い
平
和
を
目
指
す
の
が
平
和
事
業
な
ら
ば
、
時
代
に
合
わ
せ
た
変

化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
永
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
理
想
だ
ろ
う
。
藤
沢
市
が
平
和

事
業
を
続
け
て
い
く
の
な
ら
ば
、
将
来
、「
ピ
ー
ス
・
フ
ロ
ム
・
フ
ジ
サ
ワ
」
が
平
和

事
業
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。い
ま
平
和
事
業
を
見
直
す
こ
と
が
、

そ
の
可
能
性
を
膨
ら
ま
せ
る
の
は
確
か
だ
ろ
う
。 
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一 
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
七
日
開
催
。 

二  (
続) 
藤
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
「
第
一
節 

終
戦
直
後
の
学
校
」
『
藤
沢
市
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

３ 

藤
沢
地
域
の
教
育
力
を
探
る 

̶
教
育
の
歴
史
を
通
し
て
̶
』
藤
沢
市
文
書
館
、
二
〇
一
二
年
、

八
八
̶
八
九
頁
。 

三 

藤
沢
市
で
は
集
団
疎
開
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
縁
故
疎
開
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
ど
の
国
民
学
校

も
児
童
数
が
急
増
し
た(
藤
沢
市
教
育
史
編
集
委
員
会
『
藤
沢
市
教
育
研
究
史
研
究 

第
五
号
』
一
九

九
六
年
、
六
五
頁)

。 

四 

同
右
、
九
五
̶
一
〇
〇
頁
。 

五 

増
え
続
け
る
学
級
数
に
合
わ
せ
て
、
一
九
五
八
年
度
ま
で
二
部
授
業
の
実
施
が
必
要
と
な
っ
た

（
前
掲
、「
第
二
節 

新
し
い
教
育
へ
の
道
」、
一
〇
五
頁
。） 

六 

同
上
、
一
二
五
頁
。 

七 

平
成
八
年
、
十
一
年
版
の
み
、
三
年
生
向
け
の
「
ふ
じ
さ
わ
」
と
四
年
生
向
け
の
「
藤
沢
」
に
分

か
れ
て
お
り
、
戦
争
記
述
は
三
年
生
分
に
含
ま
れ
て
い
た
。 

八 

圭
室
文
雄
監
修
『
目
で
見
る
藤
沢
・
茅
ヶ
崎
の
１
０
０
年
』
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
一
一

̶
一
四
頁
。 

九 

私
立
中
学
に
通
う
生
徒
の
比
率
は
、
全
国
平
均
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
神
奈
川

県
は
一
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、東
京
都
に
次
い
で
高
い（Benesse

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー「
私
立
・

国
立
中
学
校
に
通
う
生
徒
（
１
年
生
）
の
比
率
（
都
道
府
県
別
、2007

年
度
）」
二
〇
〇
七
年
一
二

月
実
施
、http://berd.benesse.jp/berd/center/open/berd/2009/01/pdf/15berd_11.pdf

）。 

一
〇 

藤
沢
市
教
育
委
員
会
博
物
館
建
設
準
備
担
当
「
プ
ロ
ロ
ー
グ 
高
度
１
０
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル 

眼
下
の
藤
沢
」『FU

JISAW
A 

１
９
４
５-

１
９
５
９ 

̶
ア
メ
リ
カ
軍
の
見
た
藤
沢
̶ 

̶
博
物
館

建
設
準
備
調
査
報
告
書
第
５
集
̶
』
一
九
九
九
年
、
一
七
頁
。 

一
一 

同
右
、
九
頁
。 

一
二 

同
右
、「
第
１
章 

本
土
決
戦
と
藤
沢
」
二
一
̶
二
三
頁
。 

一
三 

同
右
、
二
六
頁
。 

一
四 

前
掲
、
圭
室
、
一
〇
二
頁
。 

一
五 

江
の
島
シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

「
懐
か
し
い
旧
江
の
島
展
望
塔
（
展
望
灯
台
）」 
最

終
閲
覧
日
（
二
〇
一
六
年
二
月
一
一
日 

http://enoshim
a-seacandle.jp/seacandle/history.htm

l 

一
六 

同
右
、「
建
設
工
事
〜
世
代
交
代
」 

最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一
六
年
二
月
一
一
日
） 

http://enoshim
a-seacandle.jp/seacandle/history-2.htm

l 

一
七 

藤
沢
市
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一
六
年
三
月
八
日
） 

http://w
w

w
.city.fujisaw

a.kanagaw
a.jp/gyousei/reiki/reiki_honbun/g207RG

000000
04.htm

l 

一
八 

非
核
自
治
体
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
非
核
宣
言
自
治
体
と
は
」 

最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一
五

年
一
二
月
二
五
日
） 

http://w
w
w
.nucfreejapan.com

/index.htm
 

                                        

                                        

                                      

 

一
九 

愛
知
県
津
島
市
と
書
か
れ
る
文
献
に
い
く
つ
が
出
会
っ
た
が
、
津
島
市
の
非
核
宣
言
は
一
九
八

一
年
で
あ
る
。   

https://w
w
w
.city.tsushim

a.lg.jp/shisei/toukeijouhou/sankoushiryou.files/kikakut
oukei27-20-3.pdf  

二
〇 

前
掲
、
非
核
自
治
体
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
非
核
宣
言
自
治
体
と
は
」。 

二
一 

葉
山
峻
（
一
九
三
三
̶
二
〇
一
〇
）、
第
一
一
̶
一
七
代
藤
沢
市
長
、
在
任
期
間
一
九
七
二
̶
一

九
九
六
年
。 

二
二 

一
九
五
八
年
に
半
田
市
、
鎌
倉
市
が
非
核
を
訴
え
る
宣
言
を
し
て
お
り
、
非
核
宣
言
の
き
っ
か

け
は
一
概
に
は
い
え
な
い
。 

二
三 

長
澤
成
次
、
山
崎
功
「
自
治
体
か
ら
平
和
を
創
る
̶
葉
山
峻
衆
議
院
議
員
に
聞
く
」『
月
刊
社
会

教
育
』
四
四
（
五
三
八
）、
二
〇
〇
〇
年
、
一
五
一
六
頁
。 

二
四 

藤
沢
市 

市
長
室 

企
画
政
策
担
当
『
ふ
じ
さ
わ
発 

1991

宇
宙
船
地
球
号 

平
和
ブ
ッ
ク
』

一
九
九
一
年
、
四
三
頁
。 

二
五 

「（
６
）
戦
渦
へ
の
不
安 <

上>

」『
東
京
新
聞
』
二
〇
一
四
年
二
月
二
七
日 

   http://w
w

w
.tokyo-np.co.jp/hold/2014/gosekim

e/list/CK
2014022702000127.htm

l 

二
六 

「
暴
け
ず
揺
れ
た
半
世
紀 

核
入
港
疑
惑
の
横
須
賀
・
佐
世
保
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
三

月
一
〇
日 http://w

w
w

.asahi.com
/special/kakum

itsuyaku/TK
Y201003090487.htm

l 

二
七 

前
掲
、
葉
山
、「
世
界
に
広
が
れ
、
平
和
へ
の
う
ね
り
」、
一
七
五
頁
。 

二
八 

同
右
、
一
六
九
̶
一
七
〇
頁
。 

二
九 

前
掲
、
長
澤
、
山
崎
「
自
治
体
か
ら
平
和
を
創
る
̶
葉
山
峻
衆
議
院
議
員
に
聞
く
」
一
六
頁
。 

三
〇 

日
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
和
事
業
」 

最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一
六
年
一
月
九
日
） 

   http://w
w

w
.city.hino.lg.jp/index.cfm

/196,119146,347,1997,htm
l 

三
一 

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
「
非
核
宣
言
自
治
体
一
覧(

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
調

べ)

」、
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
日
現
在
。 

http://w
w

w
.nucfreejapan.com

/siryou_2d.pdf 
 

し
か
し
、
こ
れ
は
現
在
の
市
町
村
で
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
、
合
併
に
よ
り
愛
西
市
と

な
っ
た
佐
屋
町
当
時
の
宣
言
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。 

三
二 

平
和
首
長
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
和
首
長
会
議
と
は
」
最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一
五
年
一
二
月

一
二
日
） 

http://w
w

w
.m

ayorsforpeace.org/jp/outlines/index.htm
l 

三
三 
「
非
核
自
治
体 

行
動
の
時 

欠
か
せ
ぬ
地
方
か
ら
の
「
風
」」『
中
國
新
聞
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』
二
〇
〇
九
年
八
月
九
日
。 

http://w
w

w
.hiroshim

apeacem
edia.jp/m

ediacenter/article.php?story=20090807172
255386_ja 

三
四 

四
つ
、
と
い
う
の
は
、
市
町
村
長
に
つ
い
て
確
実
な
調
査
を
で
き
た
の
が
四
人
だ
っ
た
か
ら
で

あ
り
、
府
中
町
長
、
読
谷
村
長
も
革
新
系
の
可
能
性
が
あ
る
。
九
人
全
員
が
共
産
・
社
会
主
義
思
想

を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。 

三
五 

加
藤
哲
郎
『
日
本
の
社
会
主
義
̶
原
爆
反
対
・
原
爆
推
進
の
論
理
』
岩
波
現
代
全
書
（
岩
波
書
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店
）、
二
〇
一
三
年
、
四
頁
。 

三
六 
同
右
、
加
藤
、
九
頁
。 

三
七 

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
『
宣
言
率
と
加
入
状
況
１
（
都
道
府
県
別
）』 

   http://w
w

w
.nucfreejapan.com

/siryou_2.htm
 

最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
二

四
日
） 

三
八 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ピ
ー
ス
デ
ポ
『
イ
ア
ブ
ッ
ク
「
核
軍
縮
・
平
和2013

」
̶
市
民
と
自
治

体
の
た
め
に
̶
』
二
〇
一
三
年
、
二
〇
〇
頁
。 

三
九 

「
当
時
の
公
立
高
校
入
学
の
難
易
度
は
東
京
の
第
一
高
校
が
も
っ
と
も
難
し
く
、
倍
率
は
数
倍

で
、
こ
れ
に
次
い
で
浦
和
と
静
岡
が
互
角
で
続
き
…
」（
高
木
和
男
『
踏
み
拓
い
だ
峠
道
』
菜
根
出

版
、
一
九
九
三
年
、
一
三
頁
。） 

四
〇 

同
右
、
一
七
̶
一
九
頁
。 

四
一 

次
男
・
洋
之
助
は
、
陸
軍
技
術
本
部
に
勤
め
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
る
経
験
か
ら
、
冬
子
の
思

想
の
理
解
者
と
な
り
、
妻
の
死
後
は
葉
山
家
で
暮
ら
し
た
。
四
男
・
晋
六
は
三
木
清
に
師
事
し
て
マ

ル
ク
ス
主
義
を
学
び
、
三
・
一
五
事
件
後
の
大
学
の
社
研
グ
ル
ー
プ
再
建
の
た
め
上
京
し
た
際
、
三

男
・
洪
吉
、
冬
子
と
と
も
に
メ
ー
デ
ー
の
デ
モ
に
参
加(
同
右
、
二
一
̶
二
三
頁)

。 

四
二 

同
右
、
二
七
̶
二
八
頁
。 

四
三 

「
葉
山
又
三
郎
が
、
病
気
が
重
く
な
っ
て
釈
放
さ
れ
…
」(
同
右
、
六
八
頁)

。 

四
四 

又
三
郎
は
一
八
三
票
獲
得
、当
選
者
三
〇
名
の
中
で
最
低
は
二
二
票
だ
っ
た (

同
右
、六
九
頁)

。 

四
五 

同
右
、
一
〇
五
頁
。 

四
六 

同
右
、
一
〇
五
頁
。 

四
七 

神
奈
川
県
立
湘
南
中
学
校
相
廠
会
『
相
模
海
軍
工
廠 

学
徒
動
員
の
歴
史
を
た
ず
ね
て
』
一
九

九
三
年
。 

四
八 

前
掲
、
高
木
和
男
『
踏
み
拓
い
だ
峠
道
』、
一
三
一
頁
。 

四
九 

「
藤
沢
市
平
和
基
金
条
例 

」
一
九
八
九
年
三
月
三
一
日
制
定  

https://w
w

w
.city.fujisaw

a.kanagaw
a.jp/heiw

akokusai/kurashi/hew
a/docum

ents/0
00359649.pdf 

五
〇 

藤
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
和
基
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
最
終
閲
覧
日
（
二
〇
一

五
年
一
二
月
二
四
日
） 

https://w
w

w
.city.fujisaw

a.kanagaw
a.jp/heiw

akokusai/kurashi/hew
a/kikin.htm

l 

五
一 

藤
沢
市
「
３
、
藤
沢
市
の
台
所
事
情
は
？
」『
わ
か
り
や
す
い
藤
沢
市
の
財
政2014

』。 
https://w

w
w
.city.fujisaw

a.kanagaw
a.jp/zaisei/shise/yosan/zaise/w

akariyasui/doc
um

ents/000383482.pdf  

五
二 

藤
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
平
和
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
」最
終
閲
覧
日（
二

〇
一
五
年
一
二
月
一
二
日
） 

https://w
w

w
.city.fujisaw

a.kanagaw
a.jp/heiw

akokusai/kurashi/hew
a/2014boshu.ht

m
l 

五
三 

一
九
八
七
年
七
月
、一
五
人
の
ヤ
ル
タ
市
国
際
親
善
市
民
訪
問
団
が
藤
沢
か
ら
ヤ
ル
タ
へ
訪
問
。

同
年
、
ヤ
ル
タ
市
訪
問
代
表
団
が
藤
沢
を
相
互
訪
問
。
一
九
八
八
年
一
一
月
、
ヤ
ル
タ
市
訪
問
代
表

                                        

                                        

                                      

 

団
三
人
が
藤
沢
を
訪
問
（
太
田
博
『
六
選
は
停
滞
と
癒
着
の
市
政 

＝
葉
山
市
政20

年
を
検
証
す

る
＝
』
一
九
九
一
年
、
二
四
-二
五
頁
）。 

五
四 

同
右
、
二
六
頁
。 

五
五 

葉
山
峻
『
語
り
か
け
る
こ
と
ば
̶
パ
ワ
フ
ル
市
長
の
人
間
賛
歌
』
有
隣
堂
、
一
九
八
七
年
、
一

九
九
頁
、
二
〇
三
頁
。 

五
六 

前
掲
、
太
田
博
『
六
選
は
停
滞
と
癒
着
の
市
政 

＝
葉
山
市
政20

年
を
検
証
す
る
＝
』
二
七

頁
。 

五
七 

前
掲
、
藤
沢
市 

市
長
室 

企
画
政
策
担
当
『
ふ
じ
さ
わ
発 

1991

宇
宙
船
地
球
号 

平
和
ブ

ッ
ク
』
三
六
頁
。 

五
八 

近
年
の
平
和
事
業
に
お
け
る
、平
和
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
実
行
委
員
の
発
言
に
度
々
表
れ
た
言
葉
。 


